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1 開会の挨拶

東京都福祉保健局技監

成 田 友 代

　東京都福祉保健局技監の成田でございます。

本日は、御来賓の皆様をはじめ、御来場の皆様におかれましては、御多忙のところ「令和四年度献血功労

者厚生労働大臣表彰・感謝状伝達式及び東京都知事感謝状贈呈式」に御出席を賜りまして、誠にありが

とうございます。

　開催に当たりまして、御挨拶申し上げます。

　本年度は、厚生労働大臣表彰状を一団体、同感謝状を四団体、また、東京都知事感謝状を個人の方三

名と、三団体の方々が受賞されました。受賞された皆様には心よりお祝いを申し上げます。おめでとうござ

います。

　本日表彰をお受けになられました皆様方には、職場や学校あるいは地域で、長年にわたり献血活動に

御協力いただいており、東京都の血液事業は、こうした方々の尊い善意に支えられて成り立っていること

はいうまでもございません。

　ここに改めて東京都を代表して、受賞されました皆様のこれまでの御功績に対し、深く敬意を表します

とともに、日頃から献血に御協力いただいている方々、関係者の皆様の御尽力に心から感謝を申し上げ

ます。

　さて、輸血医療に欠かすことができない献血でございますが、昨年度、都内では、延べ五十六万人の

方々に御協力を頂き、こうした善意による貴重な血液は、輸血を必要とする患者さんに滞りなく届けられた

と聞いております。

　これも、本日表彰を受けられる皆様方をはじめ、都民一人一人の献血への御理解、御協力によるもので

ございます。

　都内には、高度先進医療を担う病院が多く、また、少子高齢化社会の進展も踏まえると、将来の献血を

支える若い世代の御理解と積極的な献血への御参加が強く求められております。

　そのため、東京都では、厚生労働省や日本赤十字社、各関係機関の皆様と連携し、若年層を中心に広く

都民に献血への御理解と御協力を呼びかけるなど、普及啓発活動に努めております。

　今後とも、東京都の血液事業への一層の御理解を賜り、引き続き、献血の推進に積極的な御協力をお

願い申し上げます。

　結びに、本日表彰をお受けになられる皆様に重ねてお祝いと感謝を申し上げますとともに、御列席の皆

様の御健勝とさらなる御活躍をお祈り申し上げまして、私からの御挨拶とさせていただきます。本日は誠

におめでとうございます。



4

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

厚生労働大臣表彰状受賞者（１団体）

糀谷地区連合婦人会

厚生労働大臣感謝状受賞者（４団体）

鹿島建設株式会社

東邦大学医療センター　大森病院

SMK株式会社

興和株式会社　東京創薬研究所

東京都知事感謝状受賞者（３個人、３団体）

渡辺　礼子

坂口　貞義

亘理　鐵哉

カインズ　青梅インター店

小金井市赤十字奉仕団

株式会社ジョイフル本田　瑞穂店

2 献血功労者厚生労働大臣表彰・感謝状伝達式
東京都知事感謝状贈呈式
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東京都の献血者数推移

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 R3年度

成分献血 190,396 182,621 177,939 180,604 179,860 169,819 171,823 188,518 201,228 205,639
400mL 355,409 353,792 353,444 358,445 373,446 361,398 354,594 360,862 329,479 346,409
200mL 46,301 44,224 32,805 25,645 21,313 18,866 18,376 17,677 14,482 16,210

592,106 580,637
564,188 564,694 574,619 550,083 544,793

567,057 545,189 568,258
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2

献血の現状と課題

東京都赤十字血液センター
事業推進一部長 田中 真人

２０２２年１１月28日

【スライド 2】

【スライド 1】
　皆さん、こんばんは。ただ今ご紹介いただ

きました、私は東京都赤十字血液センター

で献血の推進と、皆さまから頂きました血

液を医療機関にお届けする供給の部門を担

当しております田中と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　まず、献血者数の推移です。平成24年から

平成30年度に向けて微増であった献血者数

は、令和元年度に上昇、そして、コロナ禍で

輸血の使用量に影響があった令和2年度は

若干減少したものの、令和3年度は再び献血

者が増加しております。

　昨年度に引き続き、血漿分画製剤用原料

血漿が増加していること、また、赤血球製剤

の需要が高まっていることから、多くの方の献血の協力が必要となっております。

　なお、東京都内の新型コロナウイルスの感染率が他府県に比べて高いこと、また、まん延防止等重点

措置における企業等の献血会中止も多いことから、全血献血は東京都内で確保すべき量には届かず、今

年度も全国から支援を頂いて安定供給を図っているところです。

3 献血セミナー
献血の現状と課題

東京都赤十字血液センター

田 中 真 人
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ルーム採血 移動採血

６８％ 32％

６3％ 37％

６4％ 36％

58％ 41％

コロナ禍で大きな影響を受けた移動採血から献血ルームの全血採血
比率を高め、献血ルーム受付時間の延長などの対策を実施

ルームの採血比率 R元年度 ５８．３％ ⇒ R３年度 ６３．１％ ４．８％増

ルーム：移動 （全血採血比率の状況変化）

5

東京都 職業別献血数と年代別献血者数の推移

公務員 会社員 高校生 大学生 その他学生 主婦 自営業 その他 合計

令和元年度 55,177 348,224 8,969 44,414 7,078 27,837 19,141 56,217 567,057

令和２年度 55,547 340,296 8,240 27,380 5,868 29,556 20,737 57,565 545,189

令和３年度 56,471 351,292 8,836 35,931 6,107 30,632 21,348 57,641 568,258

増減数
（令和２年度-令和元年度） 370 -7,928 -729 -17,034 -1,210 1,719 1,596 1,348 -21,868 

増減数
（令和３年度-令和２年度） 924 10,996 596 8,551 239 1,076 611 76 23,069

増減数
（令和３年度-令和元年度） 1,294 3,068 -133 -8,483 -971 2,795 2,207 1,424 1,201

16-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 合計

令和元年度 28,029 106,505 105,188 148,792 135,778 42,765 567,057

令和２年度 16,947 95,864 104,149 142,513 139,474 46,242 545,189

令和３年度 21,481 100,955 102,981 139,139 150,966 52,736 568,258

増減数
（令和２年度-令和元年度） -11,082 -10,641 -1,039 -6,279 3,696 3,477 -21,868 

増減数
（令和３年度-令和２年度） 4,534 5,091 -1,168 -3,374 11,492 6,494 23,069

増減数
（令和３年度-令和元年度） -6,548 -5,550 -2,207 -9,653 15,188 9,971 1,201

「学校」献血会場減少の影響により、学生全体の献血者数はコロナ禍以前より大幅に減少

「学校」「企業」献血会場減少の影響により、40代以下の献血者数はコロナ禍以前より減少

4

3

東京都の年代別献血者の推移

10代から40代までは減少、50代以上は増加傾向

（人）

【スライド 4】

【スライド 3】

【スライド 5】

　こちらは、都内の献血者の年代別の推移

です。

　ご覧いただいてお分かりになるように、

10代から40代までの献血者が減少、逆に50

代以上の方が増加しています。先ほど来、お

話がありましたとおり、これからは若年層

の方々、若い方々の献血の協力が必要だと

いう状況です。

　ちょっと小さくて見づらいのですが、こ

ちらが東京都の職業別の献血者数と年代別

の献血者数の推移です。令和元年からの増

減、令和3年度までの増減を入れておりま

す。ご覧のとおり、学校の献血会場あるいは

団体・企業のテレワーク等で、会社員の

方々、大学生が大きく減っております。学

校、企業、献血会場の減少の影響により、40

歳以下の献血者はコロナ禍以前よりも大幅に減少している状況でございます。

しています。その結果、徐々に徐々に献血ルームでの献血者の比率が高くなっております。

　今年度にも、上半期ですが、68％は献血ルームでご協力を頂いております。

　そのため、東京都赤十字血液センターで

はどのような対策を取ったのかですが、今

まで移動のバスあるいはオープン献血で、

このような会場をお借りしまして出張採血

を行っておりましたが、なかなか実施が難

しいということで、都内にある13の献血

ルームを中心に献血者にご来場いただくた

めに、献血ルーム受付時間を延長して対応
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東京都内供給実績及び関東甲信越ブロック週末在庫 推移

赤は緊急事態宣言等発令時期

池江選手
SNSで献血
協力呼掛け

第7波

日本輸血・
細胞治療学会
【緊急提言】

第6波第１波 第3波 第4波第2波 第5波

ー供給実績（東京都） ーブロック週末在庫 ー適正在庫（平日供給の３日分）

流行期には、医療機関も影響を受け都内の赤血球製剤の供給が減少、結果、在庫が
増加。流行が収まると供給が増加し在庫が減少

7

輸血用血液製剤の供給数（東京都）

200mL単位換算
（本）

6※令和4年度については10月31日まで

※

【スライド 6】

【スライド 7】

　続きまして、こちら輸血用血液製剤の供

給数です。ご覧のとおり、令和2年度はコロ

ナの影響等で医療機関も大きな影響を受け

たことで、若干減少しておりますが、本年度

は、ほぼほぼ昨年、一昨年同様の供給量に

戻ってきています。

　続きまして、こちらは都内の供給の実績

および関東甲信越ブロックの週末、金曜日

の在庫の推移です。令和2年度、高くなる折

れ線が示すのは在庫数です。真ん中に横棒

になってるところは、いわゆる適正在庫で

す。私ども血液センターでは、平日の供給の

3日分を適正在庫と設定して安定供給に資

するべく、適正在庫を何とか確保するために

日夜、献血推進に励んでおります。

　ですが、ご覧のグラフのコロナの流行期、第7波までの供給の実績と在庫状況を見ていただくと流

行が起こると供給が減り、そして在庫が上がる。それが過ぎると、供給が伸びて在庫が減っていくと

いうような形で推移しています。

　現在11月になりましたが、第7波が終わり、医療機関でもそれまで控えていたオペ等が再開される

ということで、供給量が伸びています。その代わり在庫が減っている状況です。

第２１回　東京都輸血療法研究会報告書
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献血受入業務のデジタル化
献血者の利便性向上と献血カードの電子化を求める声に応えることに加え、コロナ禍
による献血会場での滞在時間短縮や接触機会削減を図る必要性から改修

献血Web会員サービス『ラブラッド』の改修

献血カード

ラブラッドをスマホアプリ化し、献血カード機能を追加

アプリ版献血カード

9

10代, 11,606 , 
2%

20代, 137,227 , 
25%

30代, 130,988 , 
23%

40代, 118,780 , 
21%

50代, 120,029 , 
22%

60代, 41,430 , 
7%

複数回献血クラブ（ラブラッド）の状況

30代以下の会員の複数回献血強化

合計560,060人

会員登録者数（東京都） Ｒ4.10現在 会員献血者数（東京都） Ｒ4.4～R4.10

合計238,900人

10代, 8,742 , 4%

20代, 38,769 , 
16%

30代, 43,005 , 
18%

40代, 57,978 , 
24%

50代, 67,000 , 
28%

60代, 23,406 , 
10%

30代以下

38％

30代以下

50％

8

【スライド 8】

【スライド 9】

　私たち血液センターでは、このコロナ禍

を乗り切るために、複数回献血クラブ、「ラ

ブラッド」と申しておりますが、今日の資料

でもチラシを入れさせていただいておりま

す。複数回献血クラブと申しておりました。

献血にご協力いただける方にご登録いただ

いて、血液センターのほうから「献血ご協力

いただけませんか」というようなメール、電

　そのために、私ども日本赤十字社では、献

血のWeb会員サービス「ラブラッド」を改修

いたしました。今年の9月28日から実運用に

入っております。今までは、献血にご協力い

ただくと献血カードという、今3種類ありま

すが、こちらをスマートフォンの中にアプ

リを入れていただくことによって、カード

レスになりました。

話等の協力依頼を発出しております。その会員の登録数です。

　東京都内では、56万人以上のご協力を頂いております。年齢構成で見ていただくと、30代以下が

50％を占めています。

　しかしながら、右側のグラフですが、こちらは会員の献血者数です。逆に、30代以下は38％で、献

血にご協力いただいてる方は、50歳以上の方々が多いことです。こちらを何とかしなければいけ

ない。これが課題です。

　こちらは、ずっと以前から多くの献血者から「献血カード、何とかできないの」というご要望を

頂いておりました。献血カードの電子化と、コロナ感染防止対策として献血会場での3密を防ぐた

めに、滞在時間の短縮や接触機会の削減を図る目的で改修を行いました。

第２１回　東京都輸血療法研究会報告書
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東京都センターのラブラッド会員の状況

(単位：人)

(単位：人)

※ラブラッド会員のうち、よく献血する地域を
「東京都」に設定している会員数 ※11月は10日までの実績

ラブラッド会員数は順調に増加。
献血ルームの当日予約の開放により一日当りの予約者数も増加
予約外来場者を増加させる施策(広報等)、献血者の裾野を広げる施策を実施

11

10

献血Web会員サービス『ラブラッド』の改修

事前Web問診回答
献血来所前に、ラブラッドから問診回答を入力

当日予約
各予約枠の３時間前まで予約の登録やキャンセルが可能

献血申込者照会画面の項目の事前入力
受付でお聞きしている項目(食事時間・睡眠時間等)について、
ラブラッドでの事前入力が可能

初回献血者、非会員による予約や事前Web問診回答
会員登録せずに予約機能を利用することが可能となり、初回献血者や
ラブラッド非会員による予約や事前問診回答が可能

プレ会員制度
献血可能年齢未満の若年層を主な対象とした会員制情報提供サービス
初回献血の推進 献血セミナー

【スライド 10】

【スライド 11】

　その改修内容はこちらです。ラブラッド

にご登録いただいて献血のご予約を頂けれ

ば、事前に23項目の質問、問診項目を献血会

場に来場される前に自分のスマートフォン

で回答いただくことができます。

　また、こちら東京都センターだけが運用

しておりますが、当日の予約の3時間前まで

受け入れることが可能となりました。そし

　こちらがラブラッドの会員の状況です。

令和2年から今年の10月までの推移です。現

在56万人で、令和3年度末から会員数は増え

ております。

　右側のグラフは、1日当たりの献血予約者

の推移です。これもラブラッドの機能を活用

していただいて、今まで電話あるいはメール

で予約をしておられた方々が、この機能を利
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て、当日、前日の睡眠時間と直近の食事の時間等をラブラッドで入力をしていただくことでかな

り献血会場での滞在時間が短くなりました。

　また、初回献血者あるいはラブラッドの会員になってない方々にも、予約や事前のWebの問診回

答をできるような機能を追加いたしました。

　今回の機能改修の中で一番大きいのは、若年層の方々に献血に関して興味を持っていただくと

いうことです。献血は16歳になってからということですけれども、献血可能年齢未満の中学生等

に献血セミナーを実施して登録いただき、16歳の誕生日を迎えたら献血できますよというように

初回献血の推進を図っております。

用されております。

　ラブラッドの会員数は順調に増加しております。献血ルームの当日予約の開放により、1日当た

りの予約者数も増加しております。予約外来者を増加させる施策、広報等、予約者に対するインセ

ンティブを設けるキャンペーンを実施することで、献血者の裾野を広げることを進めていきたい

と考えております。
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ご清聴ありがとうございました

14

13

一人ひとりの献血協力
が日本中をめぐり、

すべての患者さんへ、
安定的に血液製剤を
とどけるために。

そして、献血にご協力
いただいたみなさんへ
感謝の気持ちをとどけ
るために。

人と人との助け合いが
いつまでもめぐりつづ
ける。

そんな世界を繋いでい
く活動です。

「めぐる献血プロジェクト」

血液製剤を医療機関へ安定的に供給し続けるために新たに２０２２年９月に発足した
プロジェクト

イメージキャラクター

今田美桜さん 高杉真宙さん

コロナ禍における令和4年度の対応と今後の課題

〇安全な献血会場の運営
職員の 体温測定、手指消毒の徹底
献血会場の入口で体温測定、献血会場内の換気
予約の推進（ 献血会場の混雑回避）

〇予約の推進
献血 Web 会員サービス「ラブラッド」への登録を促進
同サービスを活用した献血予約の推進 特に若年層の協力拡大

〇中止会場への対応
社内・学内ポータル等の媒体を活用し、献血ルーム等への誘導
献血実施可能な企業・団体に対しては、実施回数の増加を依頼
居住地を考慮した地域の方を対象とした振替先献血会場の設置
地域の方を対象としたメール・ハガキ・電話による振替先献血会場への誘導
新たな献血団体の開拓
年末年始の献血ルームの臨時開所

〇献血セミナーへの対応
オンラインによるセミナーが実施可能な環境整備 献血セミナー実施拡大

12

【スライド 12】

【スライド 14】

【スライド 13】

　続きまして、コロナ禍における令和4年度の対

応と今後の課題です。第8波が危惧されている

中、安全な献血会場を運営するということが第一

の課題になります。

　また、予約の推進、特に若年層の方々 の協力を

拡大しようと考えております。

　また、企業・団体等がテレワーク等で中止に

なっております。その中止会場への対応で、な

　現在、「めぐる献血プロジェクト」というキャン

ペーンを全国的に展開しております。血液製剤

を医療機関に安定的に供給し続けるために、新

たに2022年の9月に発足したプロジェクトです。

　イメージキャラクターとして、今人気の女優さ

ん、俳優さんを起用して、一人一人の献血協力が

日本中を巡り、全ての患者さんに安定的に血液

製剤を届けるために、そして献血にご協力

　この場をお借りしまして、皆さまの変わ

らぬ献血へのご協力、ご理解、よろしくお願

いいたします。ご清聴、どうもありがとうご

ざいました。

るべく献血者の方々がお集まりいただきやすいような、大規模なショッピングセンター等への配車を進め

ております。

　献血の裾野を広げるための献血セミナーの実施も、今までは私どもの職員が学校等にお邪魔して講義

形式で行っておりましたけれども、これをオンラインでセミナーが実施できるようにしております。

いただいた皆さんに感謝の気持ちをお届けすること、人と人との助け合いがいつまでも巡り続ける、そん

な世界をつないでいく活動ということで全国的に展開をしております。
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